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Chapter3　科学・教育と映像（１）　視聴覚教育の黎明　　
1.戦後の日本視聴覚教育（教育映画）のはじまり
　ＧＨＱのＣＩＥ（民間情報教育局）による巡回映画会の実施：占領政策

  *参考上映「視聴覚資料研究の時間　巡回映画会の系譜」伊藤敏朗　1988

占領期の教育映画政策

　第2次世界大戦後の占領期に入るとGHQが占領政策の一環として「非劇場」型の教育映画の浸透に力を注ぎ、日本側に制度・組織の整備を要請し、映写機やフィルムなどの資源を大量に投入して、全国的な啓蒙活動を展開した。

　民間情報教育局（Civil Information and Education Section＝CIE）が推進した16ミリ教育映画による民主化促進プログラムである。

　このとき貸与された映写機は＿＿＿＿＿＿＿＿（National Company製）、フィルムは＿＿＿＿＿＿＿映画と呼ばれた。

*参考サイト「占領下米国教育映画についての覚書―『映画教室』誌にみるナトコ（映写機）とCIE映画の受容について」中村秀之(CineMagaziNet! )　http://www.cmn.hs.h.kyoto-u.ac.jp/CMN6/nakamura.htm
2.教育放送

1）先進国のテレビ　学習への動機づけ・高度な抽象概念を巧みに映像化

2）発展途上国のテレビ：娯楽・報道・教育の中で教育的役割大きい（子供だけでなく大人も対象）

　＝国家の統一（国家ｱｲﾃﾞｨﾝﾃｨﾃｨの確立），言語教育（識字教育），教師の代替・学校建設の代り
　　
　＊参考上映『山の分校の記録』（全編は49分）ＮＨＫ　1960（昭和35年）

　　山の分校の記録
栃木県栗山村の土呂部（どろぶ）という集落の分校に、今から４０年前、テレビが初めてやってくることになった。ここで学ぶ３１人の子どもたちは、テレビが映し出すそれまで見たこともない外の広い世界に瞳を輝かせる──。カメラは1年にわたりテレビが子どもたちの生活をどう変えるかを追うとともに、山村の暮らしを克明に記録する。番組放送の１年前の１９５９年（昭和３４年）、ＮＨＫ教育テレビが放送を開始しました。テレビが学校教育の場でどう生かされるのか、その可能性を模索している時期の番組です。第12回　イタリア賞トリエステ市観光協会賞受賞　（http://www.nhk.or.jp/archives/13nendo/back111.htm）
3.視聴覚教育３つの定義　秋山隆志郎　岩崎三郎　編著　視聴覚教育　東京　樹村房1985　p.2-4.
a) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿的定義： 視聴覚教具・教材を使って効果的に学習指導を行うこと。
b) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿的定義： 視聴覚資料の非言語的な要素を用いて人間形成や認識に活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かそうとするもの。
c) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿的定義： 教育理論と実践の一分野として、学習過程における各種メ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッセージを構成したり活用したりすることに関与するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全米教育協会視聴覚教育部（DAVI/NEA）1963年）
【前回のレジュメの再掲】
3.文化・教養としての映像、常識としての映像

  （SPI一般常識問題の一例）次の映画が舞台としている時代の順序として正しいものはどれか答えよ

　　　　①ア→エ→イ→ウ　②ウ→エ→イ→ア　③イ→ア→エ→ウ

  （ア）『１３デイズ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　＿
（イ）『パールハーバー』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
  （ウ）『風と共に去りぬ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
（エ）『アンタッチャブル』＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　＿＿＿＿
4.映画鑑賞者における映画の受容因子

	Ｉ. individual factor
	内在性因子
	各人の人生体験や境遇・精神状態など

	A. advanced factor
	事前付加因子
	出演者にたいする好意や、宣伝により与えられた興味・期待感など

	Ｎ. neighborhood factor
	周辺性因子
	一緒に鑑賞した者達との雰囲気、会場の状況など

	Ｓ. sociality factor

	社会性因子
	作品に描かれる人物や文化、歴史や風土、自然や科学に関する知識、または知的な姿勢など

	Ｍ. media literacy factor
	メディア読解力因子
	日常からのメディアへの接し方（自らの映像制作体験を含む


伊藤敏朗、大学生の映画の受容に関する一研究～シミュレーションドラマの制作と評価～、第１０回日本教育メディア学会（2003.11.15）
【質問にお答えして】
●前回のサインがどんなだったか忘れてしまって推測で書いてしまったんですが、サイン変えても良いですか？

かまいません。これから一定のサインでお願いします。

●マッカーシーの赤狩りの事件ですが、どういう事件だったのですか？もう一度説明してくれると幸いです。

赤狩り(レッド・パージ) / McCarthyism ：　米ソの冷戦が激化していた40年から50年代に、共和党のジョセフ・マッカーシーらが中心となって行った非米活動委員会（HUAC）による極端な反共主義とこれに関連する一連の思想、言論、政治活動を弾圧する運動で、アメリカではマッカーシーの名前を取って「マッカーシズム」と呼ばれている。（中略）1947年HUACの委員長であった下院議員のJ・パーネル・トーマスによって調査委員会がワシントンで組織され、当時下院議員だった元合衆国大統領のリチャード・ニクソンも委員会のメンバーとしてその名を馳せた。委員会にとって、ハリウッドのスターや有名人を召喚する事は、彼等の行動を一般大衆にアピールするための格好の宣伝となるために、俳優のロバート・テイラーやゲーリー・クーパーといった共産主義者及びそのシンパの疑いのある映画人たちが次々と召喚された。（中略）委員会の圧力を恐れたハリウッドの映画スタジオは、共産党員及びシンパの疑いがある人物や、委員会への証言を拒否した人物のブラック・リストを作成して、このリストに名前が載った映画人たちをアメリカの映画界から追放する。1953年までには『緑色の髪の少年』(48)の監督ジョセフ・ロージーや、『ジョルスン物語』(46)の俳優ラリー・パークスを含めて324人もの映画人がハリウッドのブラック・リストに記録された。（中略）喜劇王チャールズ・チャップリンも共産党員のレッテルを貼られた一人で、72年に『ライムライト』(52)が公開されるまでアメリカに再入国する事を禁じられていた。アメリカではその狂信的で過激な行動が反発を買って、1954年12月上院の問責決議がなされて下火となるが、ハリウッドでの赤狩りの影響は50年代の終りまで続いていた。
クラシック映画用語辞典http://www.geocities.co.jp/Hollywood/5710/cla-dictionary.html　より引用

●座席№の札がない＝多数

すんません。前後の関係から推測できるようでしたら、推測したうえで、机・椅子の不具合をお知らせ下さい。

●ふと思ったのですがアニメーションも映像だと思うのですが、アニメーションについても講義されるのでしょうか？

もちろんアニメーションは、映像メディアの主流となる非常に重要な分野であり、この講義の中で少しふれるかもしれませんが、授業としては、「映像表現論（映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論b.）」でとりあげます。

●映画「コンタクト」でベガの発信器は宇宙人が作ったんですか？映画をみたはずなのに完全に忘れてました。

そうです。非常に高度な文明をもった知的生命体が、宇宙のあちこちに「電波自動受診・返信装置」みたいなものを配置していて、宇宙の様々な知的生命体を導いている-というような設定の物語です。
（講義ノート）

1. 占領期の教育映画政策

　(略)占領期に入るとGHQが占領政策の一環として「非劇場」型の教育映画の浸透に力を注いだ（略）日本側に制度・組織の整備を要請し、映写機やフィルムなどの資源を大量に投入して全国的な啓蒙活動を意図したのだ。民間情報教育局（Civil Information and Education Section＝CIE）が推進した16ミリ教育映画による民主化促進プログラムである。このとき貸与された映写機はナトコ（National Company製）、フィルムはCIE映画あるいはCIE教育映画と呼ばれた。（略）･･･46年10月1日、協議会と教育会が合併して財団法人日本映画教育協会（以下、映教）が発足した。(略)映教は47年5月から約2ヶ月間にわたって、CIE、文部省社会教育局、日本教職員組合などの支援を受けて、映画教育振興キャンペーン「映画を見る学童600万人組織運動」を全国的に展開する。 (略)こうして、映画教育の担い手の組織化が行われていった一方で、48年2月、CIEは文部省に対し、映写機と幻灯機を大量に無料貸与するので全国に適正に配布し社会教育のために適当な上映体制をはかるようにという要請を行った。(略)この映写機はナトコNatcoという名称のアメリカ製16ミリ発声映写機で、米軍が太平洋戦争中、前線や占領地での慰安や宣撫に使用したものである。1300台のナトコの受け入れを担当したのは文部省芸術課課長桧垣良一である。(略)全国8ヵ所に地区視覚教具本部を設け、各都道府県教育委員会社会教育課に視覚教育係を新設し、その下に都道府県中央図書館を設置場所とする視聴覚ライブラリーを所属させるという徹底ぶりであった(略)。映写機は、各府県別の人口、映画館数、学童人口の各比率に準じて配分された。49年12月2日、文部次官から全国都道府県知事に出された「連合軍貸与の映写機映画等の取扱いに関する通達」は、その具体的な運営法を示したものだった。ちなみに、日本の学校教育、社会教育で「視聴覚」という言葉が公式に取り上げられ定着するのはこのときからである。他方、ソフトについては、CIEはすでにそれ以前47年4月から16ミリのアメリカ製短編教育映画の無料貸付を行っていた。これがいわゆるCIE教育映画である。これらのフィルムには、東亜発声社を始めとする日本の映画会社が製作した日本語版ナレーションが吹き込まれた。その数は最終的に406本に及び（谷川2002: 247）、内容もアメリカの政治や経済の紹介、風景、音楽、教育、時事解説など多岐に渡っていた。
文化・教養としての映像、常識としての映像
  （某ＳＰＩテスト一般常識問題の一例）

  次の映画が舞台としている時代の順序として正しいものはどれか答えよ

　　①ア→エ→イ→ウ　②ウ→エ→イ→ア　③イ→ア→エ→ウ　 [答：②]
（ア）『１３デイズ』1962年10月 キューバ危機  ロジャー・ドナルドソン監督（2000年）
（イ）『パールハーバー』1941年12月 真珠湾攻撃  ジェリー・ブラッカイマー監督（2001年）
（ウ）『風と共に去りぬ』1865年の南北戦争前後  デビッド・Ｏ・セルズニック製作（1939年）
（エ）『アンタッチャブル』1920～1933年禁酒法  ブライアン・デ・パルマ監督 (1987年)
　　
a) 形態論的定義： 視聴覚教具・教材を使って効果的に学習指導を行うこと。
b) 機能論的定義： 視聴覚資料の非言語的な要素を用いて人間形成や認識に活かそうとするもの。
c) 教育工学的定義： 教育理論と実践の一分野として、学習過程における各種メッセージを構成した
  り活用したりすることに関与するもの（全米教育協会視聴覚教育部（DAVI/NEA）1963年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
映像ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2005.4.25
	学籍№

	氏名


Chapter3　科学・教育と映像（１）　視聴覚教育の黎明　

占領期の教育映画政策

　第2次世界大戦後の占領期に入るとGHQが占領政策の一環として「非劇場」型の教育映画の浸透に力を注ぎ、日本側に制度・組織の整備を要請し、映写機やフィルムなどの資源を大量に投入して、全国的な啓蒙活動を展開した。

　民間情報教育局（Civil Information and Education Section＝CIE）が推進した16ミリ教育映画による民主化促進プログラムである。
　このとき貸与された映写機は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（National Company製）、
フィルムは＿＿＿＿＿＿＿＿映画（あるいは＿＿＿＿＿＿＿教育映画）と呼ばれた。

【「山の分校の記録」を見ての感想/授業への感想・意見などをお書きください（必須）】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
